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【場所・面積】千葉県我孫子市、面積：4.343 ha

【区域の目的・概要】

利根川から派生してできたと考えられる湧水池「通称：四つ池」。絶滅危惧種のオオモノサシトンボの保全とゼニタナゴの
野生復帰を目指しながら、区域が保有する生物多様性価値を損なわず、環境学習・レクリエーションの場等としても有効活
用できるよう適切な維持管理を実施。

【生物多様性の価値の概要】

価値6：環境省レッドリスト2020において絶滅危惧IB類（EN）に選定されているオオモノサシトンボの生息が確認。地域
絶滅種ゼニタナゴ（同レッドリストで絶滅危惧IA類(CR)）の野生復帰に取り組む。

価値7：オオモノサシトンボは関東平野、越後平野、仙台湾～北上川流域の3地域に分布し、既知生息地に対する現存生息地
数は20％未満。ゼニタナゴは日本固有種であり、関東・北陸以北の本州に自然分布し、現在ではすべての分布域において激
減し、関東地方ではほぼ野生絶滅。

【管理措置の概要】
有識者や市民団体と連携して生息環境の維持管理を実施。
年1回の協議会で、年間活動の進捗確認・計画の策定を実施。
①外来種駆除活動（年間を通じて）
②希少種放流（10月）
③外部関係者との学習・ボランティアイベント（6－7月）

・モニタリングは月次で実施。オオモノサシトンボが飛翔する5～6月は
週次で実施。1月は極寒期のため活動なし。

・外来種駆除用のトラップにて捕獲された場合、ゼニタナゴの個体数も記録。

申請者：サイト名：NEC我孫子事業場（四つ池） 申請者：日本電気株式会社 資料５
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情報開示への活用案

・TNFDレポート（2023年7月に発行済）
建設土木や農林業など土地を活用するセクターでは、動植物への影響評価や保
全が重要です。また、様々なス テークホルダーとの連携や合意形成も必要になりま
す。NEC は我孫子事業場にて、絶滅危惧種の保全活動を地 域のステークホル
ダーと共に進めています。この場所を ICT ソリューションの実証の場と位置付け、環
境 DNA の調査なども行っています。
（中略）
また、四つ池は環境省が実施した令和 4 年度施行前期の自然共生サイト認定
事業で、初の認定相当となりました。今後は OECM への認定申請も行い、
2030 年までに陸地と海洋の 30%以上を保全する国際イニシアティブ“30 by 
30”に貢献します。

・CDPそのほか社外の環境格付け・調査機関への情報開示
例：CDP気候変動の設問と回答内容
(C15.2) 貴社は生物多様性に関連する対外的なコミットメントやイニシアチブに
賛同したことがありますか。
→はい、として、OECMを推進する30by30アライアンスへの加盟に言及。
(C15.7) CDPへの回答以外で、本報告年の生物多様性関連問題に関する貴
社の回答についての情報を公開しましたか。公開している場合は該当文書を添付
してください。
→他の規制当局の様式に基づいて、として、環境省の公開する30by30アライアン
スのページリンクと、メンバーシップが公開されている旨言及。
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事務局からの補足説明（地域戦略について）

◼我孫子市の生物多様性地域戦略はないため、千葉県の生物多様性地域戦略（2008年3月策定）を参照しました。

◼四つ池における希少種の保護、環境学習の場の創出及び外来種の駆除が地域戦略の具体的な方針に対応します。

出典：千葉県「生物多様性ちば戦略」
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/keikaku/kankyouseikatsu/
documents/strategy.pdf

生物多様性の保全の取り組み一覧 具体的な方針（一部のみ）

環境学習

希少種保全

外来種駆除

https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/keikaku/kankyouseikatsu/documents/strategy.pdf

